
１８Kami１９ Kami

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

男

男

女

男

男

女

男

女

男

女

男

女

女

女

女

男

男

男

女

女

女

女

男

女

男

男

男

１．１

１．１

１．２

１．２

１．２

１．４

１．７

１．７

１．８

１．８

１．８

１．１１

１．１１

１．１２

１．１３

１．１５

１．１６

１．１７

１．１７

１．２１

１．２２

１．２３

１．２３

１．２３

１．２５

１．２９

１．２９

７４

８５

８８

９０

９６

９７

８０

８３

７１

８６

９４

７８

８９

７０

９７

６１

９１

９３

９４

８６

７８

８８

９８

１００

７６

７７

８１

香

山

山

香

香

山

香

香

山

香

物

物

山

香

山

山

物

山

香

山

香

山

物

山

山

山

香

猪野々

旭町１

植

小川

日ノ御子

宮ノ口

下野尻

根須

佐古藪

梅久保

押谷

岡ノ内

南組

北岩改

須江

上改田

五王堂

山田島

永野

宝町２

根須

新改

別府

神母ノ木

西本町５

仁井田

新田

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

１．８

１．１２

１．１８

１．２０

１．２５

由香

瑠美

明子

理沙

若菜

智典

耕作

ﾌﾗﾝｼｽ

千代志

海人

男

女

男

女

男

宝町２

秦山町１

中村１

北組西

宝町４

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

山

山

山

山

  ゆうと

  こより

      あさひ

   な  お

令和３年２月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２５，８９０人 男 １２，２２５人 女 １３，６６５人

前月比 

山田 香北 物部１９，９４１人

世帯数 １３，０７７世帯 出生

死亡

４，３１７人

－２１人

－１１人 －８人 －２人

－２５人 ４人

１ 月
届 出

　１１人

４７人

１，６３２人

転入

転出

４５世帯

２５世帯前月比 ７世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

杉・桧共に全体的に品薄高で売りやすい状況の中、

特に杉３ｍ、桧４ｍが強保合。桧の並材は２ｍを

出さない造材が有利。

桧：直-小曲は3・4ｍ、杉：直-小曲は径級15～28

㎝まで3m、杉桧：低質材は4m造材。余尺：並材

は約10㎝・高齢木、良質材は並材以上。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

９，０００

１１，５００

１４，０００

１４，０００

　８，０００

９，０００

１４，０００

１４，５００

１４，５００

　８，５００

１８，０００

１０，０００

１３，０００

２１，０００

１８，０００

１８，０００

９，０００

１１，０００

２０，５００

１８，０００

１７，０００

　６，０００

２４，０００

９，０００

９，０００

９，０００

１２，５００

１２，５００

　８，０００

　８，０００

９，０００

１３，０００

１３，０００

８，５００

１６，０００

１０，０００

１０，０００

１７，０００

１６，５００

１７，０００

　９，０００

　８，５００

１２，５００

１６，５００

１６，０００

６，０００

２３，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

２月８日第376回市(物部) 

１月２８日第137回市(香美) 
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か
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
浜
辺
近
く
に
ハ
ッ
チ
漁
船 

寺
内　

啓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

と
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

残
し
た
る
お
か
ず
咎
め
れ
ば
ひ
な
こ
ち
ゃ
ん
つ
ぶ
ら
な
瞳
に
し
ど
ろ
も
ど
ろ
よ 

町　
　

耿
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

み
ど
り
ご 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　

 
 

 

　
　
　

  

す
や
す
や
と
無
心
に
眠
る
嬰
児
よ
無
限
の
未
来
そ
の
掌
に
秘
め
て 

明
石　

敬
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           　
　

愛
鳥
が
急
に
弱
っ
て
二
日
目
に
落
鳥
し
て
い
て
私
は
涙 

吉
川　
　

恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

陽
が
西
に
傾
き
か
け
る
ひ
と
と
き
に
水
面
を
は
ね
る
鮎
の
群
れ
見
ゆ 

溝
渕　

龍
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

た
い
ざ
ん
ぼ
く　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

　
　
　

  

花
白
く
香
を
立
て
庭
の
泰
山
木
四
十
年
を
経
し
結
婚
記
念
樹 

尾
立
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           　
　

「
戦
後
に
は
し
ー
れ
ー
餅
も
あ
っ
た
ぞ
ね
」
祖
母
の
思
い
出
彼
岸
花
咲
く 

井
上　

有
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           　
　

蛙
鳴
き
鳩
の
呼
ぶ
声
蝉
時
雨
耳
に
も
楽
し
天
気
の
変
化 

秋　
　
　

星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

　
　
　

　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
８

【
短 

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　
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